
 

 

 

 

 

学校の教育目標「他を思いやり 学ぶ楽しさをもって挑戦す

る『つくみっ子』の育成」を達成するため、育成を目指す資

質・能力を「言語能力～考えを形成し深める力～」と定め、研

修部、体育部、生活指導部を中心に組織的に取り組んでいま

す。 

また、教務主任が全体を統括し、それぞれの取組の進捗や依

頼について「たちばな通信」として発信し、職員だけでなく保

護者にも周知しています。 

 

学校経営から学ぶ 
４年目になる教科担任制の取組が学力向上だけでなく、運動

会の練習などにも表れています。先生方は多くの学級に授業に

行くため、子ども達の練習の様子を多面的にみることができる

ので、個々の成長を発見しやすいですね。また、練習後は（担

任ではない）次時の授業があるので、教職員も子ども達も素早

く行動し、切り替えもはやいようです。 

また、教科担任制を効果的に行うためには教材研究の時間も

確保する必要があるので、放課後の会議の資料は事前に配布し

内容も精選しているようです。 

 

授業から学ぶ 
運動会の全校練習後であっても、どの教室もとても集中して

参加してました。それは、日常の指導に加え、タブレットを活

用したり、グループで学び合う場を設けたり、先生方の工夫を

感じました。 

また、指導案においては、本時のねらいと評価規準の整合性があ

り、「振り返り」も目指す子どもの姿で表していたので、ゴールイメージ

がわきやすいですね。 

今後は指名の仕方を、挙手→指名だけでなく、短時間の学び

合い→列指名等を取り入れることで、多くの子ども達に発言の

機会を与えられると思いました。 
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